東亜天文学会名古屋支部2007年２月例会報告

＊名古屋支部

２月１０日　14:00～16:30  名古屋市中生涯学習センター　３階第二和室で開催。
出席者　平澤康男、小島信久、古田俊正、吉田孝次、中上照明、木村達也、池村俊彦、

後藤俊樹　今枝優　の９名。

主な話題：　
1 名古屋支部の運営に関すること。（平澤、吉田）　会場確保と参加費など

名古屋支部のホームページを開設しました。例会模様や写真を掲載していきます。

http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/
②近況報告、研究発表　など
１．探査機に自分の名前を応募して載せることが盛んに行われています。(木村)
２．月齢早見板と、金星会合早見板をつくってみました。(平澤)
３．すごかったマックノート彗星について、昼間でも見えた、－8等級以上との情報も(吉田) 
４．私が1980年代に激安費用で作ったポタ赤の実物の紹介(後藤)

５．２５cmF5、冷却CCDによる掃天観測撮影の副産物などについて。(小島)

　　流星が回転しながら写野を横切って写ったと思われるものがありました。
　　小宇宙の新星のパロマ写真製図との同定の困難性についての実例での説明

過去の比較画像は自身で撮影したものが最も良いです。そのため掃天撮影をどんどん

こなしています。写野は０．５゜で一夜に５０ショットほども撮ることもあります。私の命の
続く限り続けていきたいと思っています。

以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　池村俊彦

